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うぐいすの声

特別養護老人ホーム　日赤鶯鳴荘

私たちは、人道・公平・奉仕の赤十字精神に則り、
利用者の人権と福祉を守ることを第一に、
安心で安全な施設づくりを目指します。 水分補給について

結核は過去の病気ではありません
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　皆さん、お花見みは行きましたか？今年はなん
となく花が多かった気がしますしきれいに感じま
した。花に桜が積もりこれもまたいいものでし
た。そして今年のゴールデンウイークは10連
休。その間に年号「平成」から「令和」変わりま
した。テレビで「平成をジャンプする」と言われ
ていましたが皆様どうでしょうか。平成に置き忘
れたものありませんか？令和になり、やりたいこ
とありませんか？それぞれ何かしらあると思いま
す。 
　そのためには健康にも気を配らなければなりま
せん。今の時期に起こるのが５月病、次もありま
して６月病というのもあるらしいです。５月に比
べ６月は祝日が少ない為によるものだとか。スト
レスは避けられないものですが、美味しいいもの
を食べたり、映画を見たり、スポーツをしたり自
分の合うものを見つけ、少しでも心が健康でいら
れるようにしたいものです。
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日赤鶯鳴荘 検索

ご協力ありがとう
ございました

通信欄

ボランティアを
終えて

●野菊の会 様
●御所小学校 様
●千葉涼奈 様
●菊池結希 様
●桝沢地区 様

新人職員紹介
よろしくお願いします。

●村田　瞳
　そよかぜユニットで４月からお世話になってい
ます。入居者の皆さんと楽しく生活していきたい
です。よろしくお願いします。

おめでとうございます

千葉　涼奈さん
　将来医療系で働きた
いと思っている私は、
準サービス介助士の資
格を取得しました。資
格をとったものの実際
に患者さんとのコミュニケーションをとれるか心
配でしたし、想像もつきませんでした。そこで母
の勧めもあり、鶯鳴荘さんでのボランティアで自
分の力を試してみることにしました。一番苦労し
たのは耳が遠いおじいさんに話しかけたとき自分
の声が聞こえず何回も聞き返されたこと。母に
「もっと近づいてキーを下げてゆっくり話しなさ
い」と言われました。結局４回目のチャレンジ
でようやく返事をしてくれました。ほっとした
のも束の間、次は方言で話しかけられ目が点
に。一緒にいたおばあちゃんが通訳してくださ
り、やっとのことで会話が成立。「今の若いもん
は、方言わがらねんだもんな。ははは」と大笑
いしていました。いろんなことがありボラン
ティアも無事終わりました。ボランティアを通
じて自分の苦手な事、得意な事が発見でき自分
を見直す機会ができました。とても勉強になり
ました。鶯鳴荘の皆様ありがとうございまし
た。またよろしくお願いします。

お
ね
え
さ
ん
、

若
く
て
い
い
ね
え
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日本赤十字岩手県支部　特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘平成30年度末の貸借対照表を掲載いたします。
事業報告書・財務諸表等は、玄関ホールに掲示しております。閲覧をご希望の方は事務室にお申し出ください。

　日ごろより、日赤鶯鳴荘及び赤十字の活動に対して、皆さまから暖かいご支援とご協力

を賜り、心からお礼と感謝を申し上げます。 

　当施設は昨年６月に移転新築工事が完了し、新しい鶯鳴荘となってほぼ１年が経過しま

した。去年の４～６月は、内覧式・落成式、引越し、事業所変更事務手続きなど新鶯鳴荘

のスタート準備で目まぐるしい日々を送っておりましたが、今では遠い昔の出来事のよう

なような気もします。これからの予定としては、建物１年検査、敷地の一部舗装、環境整

備など残っておりますが、営繕工事はほぼ完了したのではないかと思っております。ご承

知のとおり、新しい鶯鳴荘は全室個室となりました。利用者様が慣れ親しんだ家具や思い

出の品々を部屋にお持ちいただき、見慣れたものに囲まれた居心地のよい環境をつくって

いただければ良いと思います。そして我々職員は、生活・介護支援においても利用者様が

自分らしい暮らしができるようお手伝いさせていただきます。 

　さて、移転工事がとりあえず一段落となりましたが、新しい鶯鳴荘が地域において新た

な役割を担い、地域の拠点となるために「何をしなければならないか？何ができるか？」

を検討しているところです。地域の抱える課題を同じ地域に住む仲間として、この地域が

より良くなるために、地域ネットワーク構築と地域コミュニティ促進に努め、地域住民の

方々が年をとっても住み慣れた地域の中で暮らし続けていけるような支援を整える「地域

包括ケア」というシステムにおいて、可能な限りお手伝いしたいと思っております。新し

い鶯鳴荘の玄関を入ったところに「地域交流ホール」という文字通り “地域交流を目的と

した場所” があります。この「地域交流ホール」を地域の方々にご利用いただき、また、

専門職である私たち職員が、地域福祉・介護の支援、家族支援など地域の方々と情報を共

有していく中で、一緒に問題解決に向け取り組んでいきたいと思っております。当施設が

地域の方々にとって「身近な居場所」となるように努めてまいりますので、今後とも、皆

様方の暖かい御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げます。

地域コミュニティー拠点を
目指して
地域コミュニティー拠点を
目指して

園長　千葉　豊重
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行 事 Event 誕生者紹介コーナー誕生者紹介コーナー
おめでとうございます。これからもお元気で（●＾o＾●）

４月
生まれ

６月
生まれ

５月
生まれ

岡本　萬壽子さん
[昭和17年5月5日 77歳］
岡本　萬壽子さん
[昭和17年5月5日 77歳］

高八卦　正さん
[昭和7年5月10日 87歳］
高八卦　正さん
[昭和7年5月10日 87歳］高橋　スミさん

[昭和13年5月16日 81歳］
高橋　スミさん
[昭和13年5月16日 81歳］ 細川　孝悦さん

[昭和4年5月5日 90歳］
細川　孝悦さん
[昭和4年5月5日 90歳］

正木　キヨさん
[昭和6年5月6日 88歳］
正木　キヨさん
[昭和6年5月6日 88歳］

米澤　長古さん
[昭和11年5月10日 83歳］
米澤　長古さん
[昭和11年5月10日 83歳］

田鎖　リエさん
[大正15年5月10日 93歳］
田鎖　リエさん
[大正15年5月10日 93歳］ 葉上　誠子さん

[昭和6年5月5日 88歳］
葉上　誠子さん
[昭和6年5月5日 88歳］

沼田　イナさん
[大正11年5月10日 97歳］
沼田　イナさん
[大正11年5月10日 97歳］

　
今
年
も
日
赤
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
イ
オ
ン
モ
ー
ル
前
潟
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
赤
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
は

日
赤
の
事
業
に
ち
な
ん
だ
体
験
や
展
示
を
通

じ
て
、
日
赤
の
活
動
を
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
催
し
で
す
。
日
赤
岩
手

県
支
部
で
は
救
護
体
験
や
無
線
操
作
体
験
、

盛
岡
赤
十
字
病
院
は
縫
合
体
験
、
血
液
セ
ン

タ
ー
で
は
献
血
体
験
な
ど
、
普
段
で
は
中
々

出
来
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
赤
鶯
鳴
荘
は
福
祉
施
設
な
ら
で
は
の
車
椅

子
体
験
や
高
齢
者
疑
似
体
験
、
血
圧
測
定
に

介
護
食
品
の
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。
例

年
よ
り
も
親
子
で
の
参
加
が
多
か
っ
た
で

す
。
な
か
で
も
人
気
が
あ
っ
た
の
は
車
椅

子
体
験
や
高
齢
者
疑
似
体
験
で
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
高
齢
者
の
腰
が
曲
が
っ
た
状

態
や
視
界
の
悪
さ
に
四
苦
八
苦
。
親
御
さ

ん
が
「
う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
こ
れ
く

ら
い
辛
い
か
も
。
優
し
く
し
よ
う
ね
」
と

声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
、

介
護
や
高
齢
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
場
と

な
れ
た
の
な
ら
幸
い
で
す
。

５月11日(土） 日赤ふれあいフェスティバル

５月28日(火）百賀のお祝い
　
４
月
25
日
100
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
た

高
橋
ウ
メ
ノ
さ
ん
の
百
賀
の
お
祝
い
を
５

月
、
鶯
鳴
荘
で
行
い
ま
し
た
。
お
祝
い
に

は
雫
石
町
長
も
訪
れ
、
お
祝
い
の
言
葉
と

祝
金
、
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
綺
麗
な

着
物
に
着
替
え
て
、
ご
家
族
、
町
長
、
園

長
に
囲
ま
れ
て
記
念
撮
影
。
新
聞
記
者
か

ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
娘
さ
ん
は
「
特

に
大
き
な
病
気
も
せ
ず
、
こ
こ
ま
で
来

た
。
私
も
そ
ん
な
風
に
な
り
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
正
生
ま
れ
の
ウ
メ

ノ
さ
ん
は
令
和
と
い
う
新
時
代
を
迎
え
、

４
つ
目
の
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
続
く
新
時
代
を
見
守
り
続
け
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

５月31日(金）御所小学校花植え交流会
　
御
所
小
学
校
２
年
生
16
名
が
鶯
鳴
荘
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。
今
年
植
え
る
の
は
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
ベ
コ
ニ
ア
、
日
日
草
の
３
種
類
で
す
。

花
植
え
の
仕
方
を
職
員
に
教
わ
り
、
入
居
者
と

協
力
し
て
植
え
ま
し
た
。
１
つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
つ
き
３
つ
の
苗
を
植
え
ま
す
。
小
学
生
の
皆

さ
ん
が
掘
っ
た
穴
に
苗
を
入
れ
、
入
居
者
が
土

を
か
ぶ
せ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
か

わ
い
い
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
に
入
居
者
も
笑

顔
満
開
。「
ど
こ
に
住
ん
で
る
の
？
」「
何
年

生
？
」
な
ど
と
い
っ
た
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
で
し
た
。
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
な
ん

と
か
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御

所
小
学
校
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

人生100まで…
もうひと踏ん張り

荒井　和子さん
[昭和6年4月15日 88歳］
荒井　和子さん
[昭和6年4月15日 88歳］

高藤　清志さん
[昭和5年4月20日 89歳］
高藤　清志さん
[昭和5年4月20日 89歳］

高橋　ウメノさん
[大正8年4月25日 100歳］
高橋　ウメノさん
[大正8年4月25日 100歳］

椛本　美也子さん
[昭和19年4月3日 75歳］
椛本　美也子さん
[昭和19年4月3日 75歳］

仁昌寺　ハルノさん
[昭和9年4月5日 85歳］
仁昌寺　ハルノさん
[昭和9年4月5日 85歳］

谷地　忠さん
[昭和10年4月20日 84歳］
谷地　忠さん
[昭和10年4月20日 84歳］

畠山　ツタさん
[昭和6年4月9日 88歳］
畠山　ツタさん
[昭和6年4月9日 88歳］南部　祝子さん

[昭和2年4月10日 92歳］
南部　祝子さん
[昭和2年4月10日 92歳］

鷹觜　博さん
[昭和4年4月8日 90歳］
鷹觜　博さん
[昭和4年4月8日 90歳］

お
・
・
重
い
。

僕がおします！

土かけねばな。

サッと取らねば

ハーハハ

♪赤、ピンク、白
きれいだな～♪

今日は緊張して
おります。

岩井　チエさん
[大正10年6月14日 98歳］
岩井　チエさん
[大正10年6月14日 98歳］

佐々木　ショウブさん
[大正13年6月15日 95歳］
佐々木　ショウブさん
[大正13年6月15日 95歳］

岩持　夘之松さん
[昭和2年6月20日 92歳］
岩持　夘之松さん
[昭和2年6月20日 92歳］

佐々木　テルさん
[昭和9年6月20日 85歳］
佐々木　テルさん
[昭和9年6月20日 85歳］

川口　シゲさん
[昭和12年6月20日 82歳］
川口　シゲさん
[昭和12年6月20日 82歳］

上野　トミさん
[昭和5年6月10日 89歳］
上野　トミさん
[昭和5年6月10日 89歳］

米澤　トシエさん
[昭和11年6月3日 83歳］
米澤　トシエさん
[昭和11年6月3日 83歳］
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介　護
～のどか・なごみユニット～

4

特 集 Special

　
の
ど
か
・
な
ご
み
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
100

歳
の
ご
長
寿
か
ら
20
歳
の
職
員
ま
で
入

居
者
20
名
、
職
員
10
名（
パ
ー
ト
職
員

含
む
）の
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。 

　
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
開
始
し
早
１
年
、

朝
の
起
床
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
６
時
に

起
き
る
方
も
い
れ
ば
９
時
頃
ま
で
休
ま

れ
て
か
ら
朝
食
を
召
し
上
が
る
方
も
い

ま
す
。
入
居
者
の
方
々
の
生
活
の
リ
ズ

ム
に
沿
っ
た
ケ
ア
を
目
指
し
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
考
え
、
節
分
の
豆
ま
き
や
ひ

な
祭
り
、
入
居
者
と
職
員
で
お
や
つ
作

り
を
し
て
い
ま
す
。
普
段
の
会
話
の
中

で
さ
り
げ
な
く
好
み
を
き
き
、
そ
れ
に

近
い
物
を
作
り
ま
す
。
運
動
面
で
は
風

船
バ
レ
ー
や
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
秋
に
は
紅
葉
狩
り
に
出

か
け
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
入
居
者
一
人
ひ
と
り
の

生
活
や
好
み
を
尊
重
し
、
今
ま
で
の
暮

ら
し
と
継
続
し
た
自
分
ら
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
職
員
一
同
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

１
年
間
ご
家
族
様
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

に
対
す
る
説
明
不
足
や
ま
だ
ま
だ
至
ら

な
い
点
感
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
入

居
者
の
方
々
の
よ
り
良
い
生
活
の
た

め
、
遠
慮
な
く
ご
要
望
や
ご
意
見
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

栄　養
～水分補給について～

　
熱
中
症
の
大
き
な
原
因
は
脱
水

症
で
す
。
脱
水
症
に
な
ら
な
い
為

に
も
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
ゴ
ク
ゴ
ク
と

一
度
に
大
量
に
飲
む
と
胃
に
負
担

を
か
け
て
し
ま
い
消
化
不
良
な
ど

を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
た
め
、
量

と
回
数
を
決
め
て
飲
む
こ
と
が
重

要
で
す
。
１
回
の
水
分
補
給
で
飲

む
量
は
コ
ッ
プ
一
杯（
150
〜
250
　
）

が
目
安
で
す
。
補
給
の
回
数
は
汗

を
か
く
運
動
や
作
業
を
す
る
か
ど

う
か
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、

朝
・
昼
・
夕
の
食
事
の
時
、
就
寝

前
と
起
床
後
、
入
浴
の
前
と
後
な

ど
と
時
間
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め

て
飲
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
結
核
は
か
つ
て
「
国
民
病
」
と

言
わ
れ
50
年
程
前
ま
で
は
、
死
亡

原
因
の
第
１
位
で
し
た
。
そ
の
後

医
療
、
生
活
環
境
の
向
上
、
投
薬

治
療
に
よ
り
治
る
病
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
で
も
年
間
１
万
７
千
人

の
方
が
発
病
し
、
約
２
千
人
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
結
核
患
者
の
多
く
は
高
齢
者
が

占
め
て
い
ま
す
。
岩
手
県
内
で
も

平
成
29
年
に
新
し
く
結
核
患
者
と

登
録
さ
れ
た
方
の
約
67
％
が
65
歳

以
上
、
約
43
％
が
80
歳
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

医　務
～結核は過去の病気ではありません～

　
結
核
の
初
期
に
は
症
状
が
ほ
と

ん
ど
現
れ
ず
、
そ
の
間
に
咳
、
た

ん
等
が
空
気
中
に
飛
び
散
り
家
族

や
周
り
の
方
へ
感
染
を
広
げ
て
し

ま
う
事
も
あ
り
ま
す
。
２
週
間
以

上
続
く
咳
、
た
ん
、
微
熱
、
体
が

だ
る
い
等
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合

は
、
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
症
状
が
な
く
て
も
毎
年
の

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
早

期
発
見
が
出
来
れ
ば
、
早
期
治

療
、
周
り
へ
の
感
染
の
拡
大
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
３
月
は
輪
投
げ
・
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
ハ
イ
パ
ー
ボ
ー
ル
で
体

を
動
か
す
事
が
多
い
月
で
し
た
。

寒
い
時
期
に
、
体
を
動
か
し
体
力

を
付
け
て
頂
こ
う
と
取
り
組
み
ま

し
た
。
皆
さ
ん
笑
顔
で
楽
し
ん
で

頂
き
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
４
月
は
、
床

ペ
ッ
タ
ン
ゲ
ー
ム
・
誕
生
会
・
健

康
体
操
・
バ
ス
ハ
イ
ク
で
お
花
見
に
行
き
ま
し
た
。
今
回

の
誕
生
会
の
手
作
り
お
や
つ
は
、
テ
ィ
ラ
ミ
ス
・
も
ち
も

ち
デ
ザ
ー
ト
・
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で
す
。
週
３
回
利
用
す
る

方
も
毎
回
違
う
手
作
り
お
や
つ
に
〝
今
回
は
何
か
な
？
〞

と
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

　
今
回
の
誕
生
会
か
ら
野
菊
の
会
の
方
々
が
お
手
伝
い
に

来
て
く
だ
さ
り
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
を
歌
い
、
踊
り
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。 

　
バ
ス
ハ
イ
ク
は
、
お
花
見
に
高
松
の
池
や
、
雫
石
河
川

敷
、
小
岩
井
農
場
等
桜
に
合
わ
せ
て
き

れ
い
な
桜
を
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
お
楽
し
み
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
食
べ
て
大
満
足
の
お
花
見
と
な
り
ま

し
た
。 デイサービス

　
バ
ッ
ケ
に
シ
ド
ケ
、

タ
ラ
ボ
に
ウ
ル
イ
、
春

を
舌
で
感
じ
、
岩
手
山

の
鷹
、
駒
ケ
岳
の
馬
か

ら
苗
取
り
爺
さ
ん
を
眺

め
る
う
ち
に
ス
イ
セ

ン
、
サ
ク
ラ
を
目
で
春

を
感
じ
、
カ
ッ
コ
ウ
の

鳴
き
声
に
耳
で
春
を
感

じ
、
今
見
渡
せ
ば
田
ん

ぼ
は
青
々
と
し
た
緑
。 

　
季
節
を
体
で
感
じ
る
こ
と
の
至
福
に
、
健

康
で
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？ 

　
さ
て
、
入
院
中
で
自
宅
退
院
や
、
少
し

弱
っ
て
介
護
が
必
要
か
な
？
と
心
配
や
不
安

を
抱
え
た
ら
、
気
軽
に
鶯
鳴
荘
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
へ
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

　
介
護
の
不
安
を

少
し
で
も
減
ら

し
、
『
笑
顔
』
で

『
健
康
』
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
お

力
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
！

 

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
、
か
が
や
き
ユ
ニ
ッ
ト
で

す
。
当
ユ
ニ
ッ
ト
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
ご
利
用
者
様
対

象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
隣
さ
ん
が
百
ｍ
先
な
ん
て

所
が
ざ
ら
の
町
内
。
足
腰
が
弱
く
な
り
、
歩
い
て
お
隣

さ
ん
に
お
茶
の
み
・
・
・
な
ん
て
難
し
く
な
っ
た
皆
様

の
再
会
の
場
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。「
お
や
、
お
め

さ
ん
、
こ
こ
に
来
て
ら
っ
た
の
か
？
」「
い
つ
か
ら
い
だ

の
よ
ー
」「
ど
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
、
行
っ
て
ら

の
？
」
な
ん
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
同
窓
会
状
態
に
な
る

こ
と
も
。
初
対
面
の
方
同
士
で
も
隣
に
座
る
と
、
あ
ら

不
思
議
。「
ど
こ
か
ら
来
た
の
す
か
？
」「
○
△（
屋
号
）

だ
ー
」「
ん
だ
ば
、
お
ら
の
か
ま
ど
の
嫁
こ
が
、
そ
こ
か

ら
来
た
人
だ
ー
」
な
ん
て
お
話
に
華
が
咲
い
て
い
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
和
気
藹
藹
（
あ
い
あ
い
）、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
か
が
や
き
ユ
ニ
ッ
ト
な
の
で
す
。 

 

利
用
者
の
皆
様
は
元
気
な
の
で
、
手
持
無
沙
汰
に
し
て

い
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
時
は
お
菓
子
つ
く
り
。
白
玉
団

子
を
丸
め
て
も
ら
っ
た
り
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
作
っ
た

り
。
み
ん
な
で
作
っ
た
物
は
ま
た
格
別
美
味
し
い
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
、
の
ぞ
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
飲
む
も
の
に
つ
い
て
は
普

段
の
水
分
補
給
で
は
水
や
麦
茶
が

よ
い
で
す
が
、
大
量
に
汗
を
か
い

た
時
に
は
塩
分
と
糖
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
体
内
へ
の
吸
収
率
が
良

いO
S
-1

（
オ
ー
エ
ス
ワ
ン
）
な

ど
市
販
の
経
口
補
水
液
も
お
す
す

め
で
す
。
逆
に
コ
ー
ヒ
ー
や
紅

茶
、
コ
ー
ラ
な
ど
の
カ
フ
ェ
イ
ン

が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
や
、
ビ
ー

ル
な
ど
の
ア
ル

コ
ー
ル
は
利
尿

作
用
が
あ
る
の

で
水
分
補
給
に

は
お
す
す
め
で

き
ま
せ
ん
。

美女５人衆

　
新
年
号「
令
和
」と
な
り
ま
し
た

５
月
１
日
現
在
、
鶯
鳴
荘
の
居
住

者
は
、
80
名
定
員
の
と
こ
ろ
男
性

18
名
、
女
性
60
名
の
計
78
名
で
す
。 

　
平
成
30
年
度
は
、
入
居
者
36

名
、
退
所
者
37
名
と
今
ま
で
は
な

い
入
退
所
の
人
数
で
生
活
相
談
員

の
業
務
も
慌
た
だ
し
い
年
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
７
月
１
日

か
ら
多
床
室
の
旧
施
設
か
ら
ユ

ニ
ッ
ト（
全
室
個
室
）の
新
施
設
に

移
行
し
た
こ
と
、
看
取
り
介
護
を

積
極
的
に
行
う
な
ど
、
ご
家
族
と

地
域
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
る
説
明
会
な
ど
の
開
催

と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

相談部門
～令和元年5月1日を迎え～

　
最
近
の
新
規
居
住
者
は
、
90
歳

を
超
え
ら
れ
て
い
る
方
も
多
く
な

り
、
滞
在
期
間
が
当
然
、
短
く
な

る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
百
歳
を
迎

え
ら
れ
る
女
性
が
二
人
加
わ
り
、

４
名
の
女
性
が
ご
長
寿（
最
高
104

歳
）と
な
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

昭
和
54
年
５
月
に
当
施
設
開
所
以

来
、
男
性
で
100
歳
を
迎
え
ら
れ
た

男
性
は
、
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
の
で
、
今
後

の
男
性
の
ご
長

寿
（
100
歳
）
に

も
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

男
性
頑
張
れ
！

雫
石
道
の
駅
に

行
っ
て
来
ま
し
た

美
味
し
く

な
〜
れ

紅
白
団
子

こ
さ
え
だ
よ
！

ま
だ
で
き
ね
が
な
？花

よ
り
・
・
・

居宅介護支援
事業所だより
居宅介護支援
事業所だより
居宅介護支援
事業所だより

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
だ
よ
り

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
だ
よ
り

さあ！何点?!

ml
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の
ど
か
・
な
ご
み
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
100

歳
の
ご
長
寿
か
ら
20
歳
の
職
員
ま
で
入

居
者
20
名
、
職
員
10
名（
パ
ー
ト
職
員

含
む
）の
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。 

　
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
開
始
し
早
１
年
、

朝
の
起
床
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
６
時
に

起
き
る
方
も
い
れ
ば
９
時
頃
ま
で
休
ま

れ
て
か
ら
朝
食
を
召
し
上
が
る
方
も
い

ま
す
。
入
居
者
の
方
々
の
生
活
の
リ
ズ

ム
に
沿
っ
た
ケ
ア
を
目
指
し
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
考
え
、
節
分
の
豆
ま
き
や
ひ

な
祭
り
、
入
居
者
と
職
員
で
お
や
つ
作

り
を
し
て
い
ま
す
。
普
段
の
会
話
の
中

で
さ
り
げ
な
く
好
み
を
き
き
、
そ
れ
に

近
い
物
を
作
り
ま
す
。
運
動
面
で
は
風

船
バ
レ
ー
や
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
秋
に
は
紅
葉
狩
り
に
出

か
け
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
入
居
者
一
人
ひ
と
り
の

生
活
や
好
み
を
尊
重
し
、
今
ま
で
の
暮

ら
し
と
継
続
し
た
自
分
ら
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
職
員
一
同
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

１
年
間
ご
家
族
様
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

に
対
す
る
説
明
不
足
や
ま
だ
ま
だ
至
ら

な
い
点
感
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
入

居
者
の
方
々
の
よ
り
良
い
生
活
の
た

め
、
遠
慮
な
く
ご
要
望
や
ご
意
見
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

栄　養
～水分補給について～

　
熱
中
症
の
大
き
な
原
因
は
脱
水

症
で
す
。
脱
水
症
に
な
ら
な
い
為

に
も
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
ゴ
ク
ゴ
ク
と

一
度
に
大
量
に
飲
む
と
胃
に
負
担

を
か
け
て
し
ま
い
消
化
不
良
な
ど

を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
た
め
、
量

と
回
数
を
決
め
て
飲
む
こ
と
が
重

要
で
す
。
１
回
の
水
分
補
給
で
飲

む
量
は
コ
ッ
プ
一
杯（
150
〜
250
　
）

が
目
安
で
す
。
補
給
の
回
数
は
汗

を
か
く
運
動
や
作
業
を
す
る
か
ど

う
か
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、

朝
・
昼
・
夕
の
食
事
の
時
、
就
寝

前
と
起
床
後
、
入
浴
の
前
と
後
な

ど
と
時
間
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め

て
飲
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
結
核
は
か
つ
て
「
国
民
病
」
と

言
わ
れ
50
年
程
前
ま
で
は
、
死
亡

原
因
の
第
１
位
で
し
た
。
そ
の
後

医
療
、
生
活
環
境
の
向
上
、
投
薬

治
療
に
よ
り
治
る
病
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
で
も
年
間
１
万
７
千
人

の
方
が
発
病
し
、
約
２
千
人
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
結
核
患
者
の
多
く
は
高
齢
者
が

占
め
て
い
ま
す
。
岩
手
県
内
で
も

平
成
29
年
に
新
し
く
結
核
患
者
と

登
録
さ
れ
た
方
の
約
67
％
が
65
歳

以
上
、
約
43
％
が
80
歳
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

医　務
～結核は過去の病気ではありません～

　
結
核
の
初
期
に
は
症
状
が
ほ
と

ん
ど
現
れ
ず
、
そ
の
間
に
咳
、
た

ん
等
が
空
気
中
に
飛
び
散
り
家
族

や
周
り
の
方
へ
感
染
を
広
げ
て
し

ま
う
事
も
あ
り
ま
す
。
２
週
間
以

上
続
く
咳
、
た
ん
、
微
熱
、
体
が

だ
る
い
等
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合

は
、
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
症
状
が
な
く
て
も
毎
年
の

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
早

期
発
見
が
出
来
れ
ば
、
早
期
治

療
、
周
り
へ
の
感
染
の
拡
大
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
３
月
は
輪
投
げ
・
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
ハ
イ
パ
ー
ボ
ー
ル
で
体

を
動
か
す
事
が
多
い
月
で
し
た
。

寒
い
時
期
に
、
体
を
動
か
し
体
力

を
付
け
て
頂
こ
う
と
取
り
組
み
ま

し
た
。
皆
さ
ん
笑
顔
で
楽
し
ん
で

頂
き
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
４
月
は
、
床

ペ
ッ
タ
ン
ゲ
ー
ム
・
誕
生
会
・
健

康
体
操
・
バ
ス
ハ
イ
ク
で
お
花
見
に
行
き
ま
し
た
。
今
回

の
誕
生
会
の
手
作
り
お
や
つ
は
、
テ
ィ
ラ
ミ
ス
・
も
ち
も

ち
デ
ザ
ー
ト
・
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で
す
。
週
３
回
利
用
す
る

方
も
毎
回
違
う
手
作
り
お
や
つ
に
〝
今
回
は
何
か
な
？
〞

と
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

　
今
回
の
誕
生
会
か
ら
野
菊
の
会
の
方
々
が
お
手
伝
い
に

来
て
く
だ
さ
り
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
を
歌
い
、
踊
り
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。 

　
バ
ス
ハ
イ
ク
は
、
お
花
見
に
高
松
の
池
や
、
雫
石
河
川

敷
、
小
岩
井
農
場
等
桜
に
合
わ
せ
て
き

れ
い
な
桜
を
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
お
楽
し
み
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
食
べ
て
大
満
足
の
お
花
見
と
な
り
ま

し
た
。 デイサービス

　
バ
ッ
ケ
に
シ
ド
ケ
、

タ
ラ
ボ
に
ウ
ル
イ
、
春

を
舌
で
感
じ
、
岩
手
山

の
鷹
、
駒
ケ
岳
の
馬
か

ら
苗
取
り
爺
さ
ん
を
眺

め
る
う
ち
に
ス
イ
セ

ン
、
サ
ク
ラ
を
目
で
春

を
感
じ
、
カ
ッ
コ
ウ
の

鳴
き
声
に
耳
で
春
を
感

じ
、
今
見
渡
せ
ば
田
ん

ぼ
は
青
々
と
し
た
緑
。 

　
季
節
を
体
で
感
じ
る
こ
と
の
至
福
に
、
健

康
で
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？ 

　
さ
て
、
入
院
中
で
自
宅
退
院
や
、
少
し

弱
っ
て
介
護
が
必
要
か
な
？
と
心
配
や
不
安

を
抱
え
た
ら
、
気
軽
に
鶯
鳴
荘
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
へ
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

　
介
護
の
不
安
を

少
し
で
も
減
ら

し
、
『
笑
顔
』
で

『
健
康
』
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
お

力
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
！

 

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
、
か
が
や
き
ユ
ニ
ッ
ト
で

す
。
当
ユ
ニ
ッ
ト
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
ご
利
用
者
様
対

象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
隣
さ
ん
が
百
ｍ
先
な
ん
て

所
が
ざ
ら
の
町
内
。
足
腰
が
弱
く
な
り
、
歩
い
て
お
隣

さ
ん
に
お
茶
の
み
・
・
・
な
ん
て
難
し
く
な
っ
た
皆
様

の
再
会
の
場
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。「
お
や
、
お
め

さ
ん
、
こ
こ
に
来
て
ら
っ
た
の
か
？
」「
い
つ
か
ら
い
だ

の
よ
ー
」「
ど
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
、
行
っ
て
ら

の
？
」
な
ん
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
同
窓
会
状
態
に
な
る

こ
と
も
。
初
対
面
の
方
同
士
で
も
隣
に
座
る
と
、
あ
ら

不
思
議
。「
ど
こ
か
ら
来
た
の
す
か
？
」「
○
△（
屋
号
）

だ
ー
」「
ん
だ
ば
、
お
ら
の
か
ま
ど
の
嫁
こ
が
、
そ
こ
か

ら
来
た
人
だ
ー
」
な
ん
て
お
話
に
華
が
咲
い
て
い
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
和
気
藹
藹
（
あ
い
あ
い
）、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
か
が
や
き
ユ
ニ
ッ
ト
な
の
で
す
。 

 

利
用
者
の
皆
様
は
元
気
な
の
で
、
手
持
無
沙
汰
に
し
て

い
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
時
は
お
菓
子
つ
く
り
。
白
玉
団

子
を
丸
め
て
も
ら
っ
た
り
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
作
っ
た

り
。
み
ん
な
で
作
っ
た
物
は
ま
た
格
別
美
味
し
い
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
、
の
ぞ
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
飲
む
も
の
に
つ
い
て
は
普

段
の
水
分
補
給
で
は
水
や
麦
茶
が

よ
い
で
す
が
、
大
量
に
汗
を
か
い

た
時
に
は
塩
分
と
糖
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
体
内
へ
の
吸
収
率
が
良

いO
S
-1

（
オ
ー
エ
ス
ワ
ン
）
な

ど
市
販
の
経
口
補
水
液
も
お
す
す

め
で
す
。
逆
に
コ
ー
ヒ
ー
や
紅

茶
、
コ
ー
ラ
な
ど
の
カ
フ
ェ
イ
ン

が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
や
、
ビ
ー

ル
な
ど
の
ア
ル

コ
ー
ル
は
利
尿

作
用
が
あ
る
の

で
水
分
補
給
に

は
お
す
す
め
で

き
ま
せ
ん
。

美女５人衆

　
新
年
号「
令
和
」と
な
り
ま
し
た

５
月
１
日
現
在
、
鶯
鳴
荘
の
居
住

者
は
、
80
名
定
員
の
と
こ
ろ
男
性

18
名
、
女
性
60
名
の
計
78
名
で
す
。 

　
平
成
30
年
度
は
、
入
居
者
36

名
、
退
所
者
37
名
と
今
ま
で
は
な

い
入
退
所
の
人
数
で
生
活
相
談
員

の
業
務
も
慌
た
だ
し
い
年
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
７
月
１
日

か
ら
多
床
室
の
旧
施
設
か
ら
ユ

ニ
ッ
ト（
全
室
個
室
）の
新
施
設
に

移
行
し
た
こ
と
、
看
取
り
介
護
を

積
極
的
に
行
う
な
ど
、
ご
家
族
と

地
域
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
る
説
明
会
な
ど
の
開
催

と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

相談部門
～令和元年5月1日を迎え～

　
最
近
の
新
規
居
住
者
は
、
90
歳

を
超
え
ら
れ
て
い
る
方
も
多
く
な

り
、
滞
在
期
間
が
当
然
、
短
く
な

る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
百
歳
を
迎

え
ら
れ
る
女
性
が
二
人
加
わ
り
、

４
名
の
女
性
が
ご
長
寿（
最
高
104

歳
）と
な
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

昭
和
54
年
５
月
に
当
施
設
開
所
以

来
、
男
性
で
100
歳
を
迎
え
ら
れ
た

男
性
は
、
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
の
で
、
今
後

の
男
性
の
ご
長

寿
（
100
歳
）
に

も
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

男
性
頑
張
れ
！

雫
石
道
の
駅
に

行
っ
て
来
ま
し
た

美
味
し
く

な
〜
れ

紅
白
団
子

こ
さ
え
だ
よ
！

ま
だ
で
き
ね
が
な
？花

よ
り
・
・
・

居宅介護支援
事業所だより
居宅介護支援
事業所だより
居宅介護支援
事業所だより

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
だ
よ
り

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
だ
よ
り

さあ！何点?!

ml
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行 事 Event 誕生者紹介コーナー誕生者紹介コーナー
おめでとうございます。これからもお元気で（●＾o＾●）

４月
生まれ

６月
生まれ

５月
生まれ

岡本　萬壽子さん
[昭和17年5月5日 77歳］
岡本　萬壽子さん
[昭和17年5月5日 77歳］

高八卦　正さん
[昭和7年5月10日 87歳］
高八卦　正さん
[昭和7年5月10日 87歳］高橋　スミさん

[昭和13年5月16日 81歳］
高橋　スミさん
[昭和13年5月16日 81歳］ 細川　孝悦さん

[昭和4年5月5日 90歳］
細川　孝悦さん
[昭和4年5月5日 90歳］

正木　キヨさん
[昭和6年5月6日 88歳］
正木　キヨさん
[昭和6年5月6日 88歳］

米澤　長古さん
[昭和11年5月10日 83歳］
米澤　長古さん
[昭和11年5月10日 83歳］

田鎖　リエさん
[大正15年5月10日 93歳］
田鎖　リエさん
[大正15年5月10日 93歳］ 葉上　誠子さん

[昭和6年5月5日 88歳］
葉上　誠子さん
[昭和6年5月5日 88歳］

沼田　イナさん
[大正11年5月10日 97歳］
沼田　イナさん
[大正11年5月10日 97歳］

　
今
年
も
日
赤
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
イ
オ
ン
モ
ー
ル
前
潟
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
赤
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
は

日
赤
の
事
業
に
ち
な
ん
だ
体
験
や
展
示
を
通

じ
て
、
日
赤
の
活
動
を
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
催
し
で
す
。
日
赤
岩
手

県
支
部
で
は
救
護
体
験
や
無
線
操
作
体
験
、

盛
岡
赤
十
字
病
院
は
縫
合
体
験
、
血
液
セ
ン

タ
ー
で
は
献
血
体
験
な
ど
、
普
段
で
は
中
々

出
来
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
赤
鶯
鳴
荘
は
福
祉
施
設
な
ら
で
は
の
車
椅

子
体
験
や
高
齢
者
疑
似
体
験
、
血
圧
測
定
に

介
護
食
品
の
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。
例

年
よ
り
も
親
子
で
の
参
加
が
多
か
っ
た
で

す
。
な
か
で
も
人
気
が
あ
っ
た
の
は
車
椅

子
体
験
や
高
齢
者
疑
似
体
験
で
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
高
齢
者
の
腰
が
曲
が
っ
た
状

態
や
視
界
の
悪
さ
に
四
苦
八
苦
。
親
御
さ

ん
が
「
う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
こ
れ
く

ら
い
辛
い
か
も
。
優
し
く
し
よ
う
ね
」
と

声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
、

介
護
や
高
齢
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
場
と

な
れ
た
の
な
ら
幸
い
で
す
。

５月11日(土） 日赤ふれあいフェスティバル

５月28日(火）百賀のお祝い
　
４
月
25
日
100
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
た

高
橋
ウ
メ
ノ
さ
ん
の
百
賀
の
お
祝
い
を
５

月
、
鶯
鳴
荘
で
行
い
ま
し
た
。
お
祝
い
に

は
雫
石
町
長
も
訪
れ
、
お
祝
い
の
言
葉
と

祝
金
、
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
綺
麗
な

着
物
に
着
替
え
て
、
ご
家
族
、
町
長
、
園

長
に
囲
ま
れ
て
記
念
撮
影
。
新
聞
記
者
か

ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
娘
さ
ん
は
「
特

に
大
き
な
病
気
も
せ
ず
、
こ
こ
ま
で
来

た
。
私
も
そ
ん
な
風
に
な
り
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
正
生
ま
れ
の
ウ
メ

ノ
さ
ん
は
令
和
と
い
う
新
時
代
を
迎
え
、

４
つ
目
の
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
続
く
新
時
代
を
見
守
り
続
け
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

５月31日(金）御所小学校花植え交流会
　
御
所
小
学
校
２
年
生
16
名
が
鶯
鳴
荘
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。
今
年
植
え
る
の
は
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
ベ
コ
ニ
ア
、
日
日
草
の
３
種
類
で
す
。

花
植
え
の
仕
方
を
職
員
に
教
わ
り
、
入
居
者
と

協
力
し
て
植
え
ま
し
た
。
１
つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
つ
き
３
つ
の
苗
を
植
え
ま
す
。
小
学
生
の
皆

さ
ん
が
掘
っ
た
穴
に
苗
を
入
れ
、
入
居
者
が
土

を
か
ぶ
せ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
か

わ
い
い
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
に
入
居
者
も
笑

顔
満
開
。「
ど
こ
に
住
ん
で
る
の
？
」「
何
年

生
？
」
な
ど
と
い
っ
た
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
で
し
た
。
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
な
ん

と
か
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御

所
小
学
校
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

人生100まで…
もうひと踏ん張り

荒井　和子さん
[昭和6年4月15日 88歳］
荒井　和子さん
[昭和6年4月15日 88歳］

高藤　清志さん
[昭和5年4月20日 89歳］
高藤　清志さん
[昭和5年4月20日 89歳］

高橋　ウメノさん
[大正8年4月25日 100歳］
高橋　ウメノさん
[大正8年4月25日 100歳］

椛本　美也子さん
[昭和19年4月3日 75歳］
椛本　美也子さん
[昭和19年4月3日 75歳］

仁昌寺　ハルノさん
[昭和9年4月5日 85歳］
仁昌寺　ハルノさん
[昭和9年4月5日 85歳］

谷地　忠さん
[昭和10年4月20日 84歳］
谷地　忠さん
[昭和10年4月20日 84歳］

畠山　ツタさん
[昭和6年4月9日 88歳］
畠山　ツタさん
[昭和6年4月9日 88歳］南部　祝子さん

[昭和2年4月10日 92歳］
南部　祝子さん
[昭和2年4月10日 92歳］

鷹觜　博さん
[昭和4年4月8日 90歳］
鷹觜　博さん
[昭和4年4月8日 90歳］

お
・
・
重
い
。

僕がおします！

土かけねばな。

サッと取らねば

ハーハハ

♪赤、ピンク、白
きれいだな～♪

今日は緊張して
おります。

岩井　チエさん
[大正10年6月14日 98歳］
岩井　チエさん
[大正10年6月14日 98歳］

佐々木　ショウブさん
[大正13年6月15日 95歳］
佐々木　ショウブさん
[大正13年6月15日 95歳］

岩持　夘之松さん
[昭和2年6月20日 92歳］
岩持　夘之松さん
[昭和2年6月20日 92歳］

佐々木　テルさん
[昭和9年6月20日 85歳］
佐々木　テルさん
[昭和9年6月20日 85歳］

川口　シゲさん
[昭和12年6月20日 82歳］
川口　シゲさん
[昭和12年6月20日 82歳］

上野　トミさん
[昭和5年6月10日 89歳］
上野　トミさん
[昭和5年6月10日 89歳］

米澤　トシエさん
[昭和11年6月3日 83歳］
米澤　トシエさん
[昭和11年6月3日 83歳］
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日本赤十字岩手県支部　特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘平成30年度末の貸借対照表を掲載いたします。
事業報告書・財務諸表等は、玄関ホールに掲示しております。閲覧をご希望の方は事務室にお申し出ください。

　日ごろより、日赤鶯鳴荘及び赤十字の活動に対して、皆さまから暖かいご支援とご協力

を賜り、心からお礼と感謝を申し上げます。 

　当施設は昨年６月に移転新築工事が完了し、新しい鶯鳴荘となってほぼ１年が経過しま

した。去年の４～６月は、内覧式・落成式、引越し、事業所変更事務手続きなど新鶯鳴荘

のスタート準備で目まぐるしい日々を送っておりましたが、今では遠い昔の出来事のよう

なような気もします。これからの予定としては、建物１年検査、敷地の一部舗装、環境整

備など残っておりますが、営繕工事はほぼ完了したのではないかと思っております。ご承

知のとおり、新しい鶯鳴荘は全室個室となりました。利用者様が慣れ親しんだ家具や思い

出の品々を部屋にお持ちいただき、見慣れたものに囲まれた居心地のよい環境をつくって

いただければ良いと思います。そして我々職員は、生活・介護支援においても利用者様が

自分らしい暮らしができるようお手伝いさせていただきます。 

　さて、移転工事がとりあえず一段落となりましたが、新しい鶯鳴荘が地域において新た

な役割を担い、地域の拠点となるために「何をしなければならないか？何ができるか？」

を検討しているところです。地域の抱える課題を同じ地域に住む仲間として、この地域が

より良くなるために、地域ネットワーク構築と地域コミュニティ促進に努め、地域住民の

方々が年をとっても住み慣れた地域の中で暮らし続けていけるような支援を整える「地域

包括ケア」というシステムにおいて、可能な限りお手伝いしたいと思っております。新し

い鶯鳴荘の玄関を入ったところに「地域交流ホール」という文字通り “地域交流を目的と

した場所” があります。この「地域交流ホール」を地域の方々にご利用いただき、また、

専門職である私たち職員が、地域福祉・介護の支援、家族支援など地域の方々と情報を共

有していく中で、一緒に問題解決に向け取り組んでいきたいと思っております。当施設が

地域の方々にとって「身近な居場所」となるように努めてまいりますので、今後とも、皆

様方の暖かい御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げます。

地域コミュニティー拠点を
目指して
地域コミュニティー拠点を
目指して

園長　千葉　豊重
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̶ 基本理念 ̶

うぐいすの声

特別養護老人ホーム　日赤鶯鳴荘

私たちは、人道・公平・奉仕の赤十字精神に則り、
利用者の人権と福祉を守ることを第一に、
安心で安全な施設づくりを目指します。 水分補給について

結核は過去の病気ではありません

Topics

2019

6
通巻130号

編集後記

　皆さん、お花見みは行きましたか？今年はなん
となく花が多かった気がしますしきれいに感じま
した。花に桜が積もりこれもまたいいものでし
た。そして今年のゴールデンウイークは10連
休。その間に年号「平成」から「令和」変わりま
した。テレビで「平成をジャンプする」と言われ
ていましたが皆様どうでしょうか。平成に置き忘
れたものありませんか？令和になり、やりたいこ
とありませんか？それぞれ何かしらあると思いま
す。 
　そのためには健康にも気を配らなければなりま
せん。今の時期に起こるのが５月病、次もありま
して６月病というのもあるらしいです。５月に比
べ６月は祝日が少ない為によるものだとか。スト
レスは避けられないものですが、美味しいいもの
を食べたり、映画を見たり、スポーツをしたり自
分の合うものを見つけ、少しでも心が健康でいら
れるようにしたいものです。
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日赤鶯鳴荘 検索

ご協力ありがとう
ございました

通信欄

ボランティアを
終えて

●野菊の会 様
●御所小学校 様
●千葉涼奈 様
●菊池結希 様
●桝沢地区 様

新人職員紹介
よろしくお願いします。

●村田　瞳
　そよかぜユニットで４月からお世話になってい
ます。入居者の皆さんと楽しく生活していきたい
です。よろしくお願いします。

おめでとうございます

千葉　涼奈さん
　将来医療系で働きた
いと思っている私は、
準サービス介助士の資
格を取得しました。資
格をとったものの実際
に患者さんとのコミュニケーションをとれるか心
配でしたし、想像もつきませんでした。そこで母
の勧めもあり、鶯鳴荘さんでのボランティアで自
分の力を試してみることにしました。一番苦労し
たのは耳が遠いおじいさんに話しかけたとき自分
の声が聞こえず何回も聞き返されたこと。母に
「もっと近づいてキーを下げてゆっくり話しなさ
い」と言われました。結局４回目のチャレンジ
でようやく返事をしてくれました。ほっとした
のも束の間、次は方言で話しかけられ目が点
に。一緒にいたおばあちゃんが通訳してくださ
り、やっとのことで会話が成立。「今の若いもん
は、方言わがらねんだもんな。ははは」と大笑
いしていました。いろんなことがありボラン
ティアも無事終わりました。ボランティアを通
じて自分の苦手な事、得意な事が発見でき自分
を見直す機会ができました。とても勉強になり
ました。鶯鳴荘の皆様ありがとうございまし
た。またよろしくお願いします。
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